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広がる自販機の世界
――　近年の自販機は、技術の
発展とともに、販売機能以外にさま

ざまな新しいサービスをもっていま

す。ここ数年来の自販機の機能の変

化についてお伺いします。

井部　自販機は、日本での使わ
れ方でいうと、数が非常にたくさん

ありますので、平均値でいうと、1

台で大体 1時間に1本ぐらい売れ

ています。そうすると、それ以外の

時間はほとんど使われていませんで

した。当社が今、取り組み、追加

している機能ですが、タッチパネル

液晶で広告動画を放映できるように

しています。どちらも人通りの多い、

人目につくところに置くという意味で

は目的は一緒で、自販機ビジネスと

広告ビジネスを同時に行っています。

それから、近年でいうと、日本

には中国の旅行者の方々もたくさ

んいらっしゃいますが、インバウン

ド対応ということで、画面が液晶に

なっていますから多言語表示が非

常に簡単にできます。今は、日本語、

中国語、英語、韓国語の 4カ国語

に対応しています。オリンピックもあ

りますし、2020 年までには 10カ

国語に対応していくつもりです。

――　10カ国というと、どちらの
言葉ですか。

井部　中国語、英語、韓国語
の次によく言われるのはタイ語です。

タイの方が最近は非常に増えてい

ます。あとはインドネシア、マレー

シアとアジア圏への対応が増えてく

ると思います。もちろんフランス語、

ドイツ語、それから世界的にいえば

ポルトガル語、スペイン語です。日

本人は外国語が得意ではないので、

街で問いかけられても、なかなか

簡単にコミュニケーションをとれま

せん。その点、多言語表示でしたら、

外国の方にも便利に使っていただけ

るのではないでしょうか。

使われ方としては、販売機能だけ

ではなく、自動販売機が位置情報

を持っていて、自分がどこにいるか

ということが分かります。ちょっと何

かおいしいものを食べたい、近くに

いいところがないかなと、自販機を

触ると、この場所から近いところか

ら順に、お食事処を紹介してくれる。

それもいろいろな国の言葉で紹介

してくれる。他にも観光地だったり、

ショッピングだったり、春になると桜

の見どころみたいな、そういう情報

を多言語で発信していく役割を自販

機に持たせています。

革命児スマートベンダー
――　スマートベンダーは非常に

有名ですが、新時代の自販機として、

他にどのような点がアピールできる

でしょうか。

井部　スマートベンダーは、他
にもいろいろな機能を備えています。

実は、防災対応みたいなこともでき

ます。日本は地震も多いし台風も来

ます。非常に災害が多い国です。

防災に対してのシステム化が非常

に必要とされていますが、いつ使わ

れるか分からないものにシステム投

資をするというのは、なかなか自治

体でも難しい。そこを当社の自販機

は、普段は自販機できちんとビジネ

スを成り立たせつつ、いざとなった

ら震災情報や気象警報といった防

災の表示が出せます。

位置情報を持っていますから、こ

こがどういう被害に遭っているかと

いう状況をお知らせすると同時に、

どこの小学校が今、避難所として開

設されていますよとか、どこの避難

所は被災してしまったから行っては

駄目ですよとか、そういうことを正

確に表示して、案内をする機能を持

たせています。

――　情報の発信源は地元の自
治体ですか。

井部　総務省が主体となって、自
治体がそのデータを入力しています。

Lアラート（災害情報共有システム）

という仕組みがあり、それを当社が

サイネージ上で表示をしていきます。

スマートベンダーは今、設置済みが

2100 台以上あります。受注済みの

ものを入れると、年内に3000 台に

は到達すると思います。場所は日本

中、北海道から沖縄までです。

無人化とECが
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液晶パネルによってさまざまな情報が発信可能なデジタ
ルサイネージ、それと自動販売機を融合した「スマートベ
ンダー」は、今までの自販機にないサービス機能を有し、
さらに多くの可能性を秘めた革命児といわれる。日本国内
で唯一の開発会社である株式会社ブイシンクの井部孝也・
代表取締役社長に、同社の技術開発とビジネスの将来性に
ついて伺った。

（聞き手は本誌編集長　蒋豊）

スマートベンダー
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これからの時代を見据えて
――　御社は端末などの先端技

術で市場を席巻してこられましたが、

どのようなきっかけでスマートベン

ダーを開発されたのでしょうか。

井部　当社は 1998 年に創業し
ましたが、これからはネットワーク

が重要な時代になっていく、そう

なっていったときに、何が起こるか

というと、流通が大きく変わるだろ

うなと考えました。

店舗がどんどん無人化され、EC

（電子商取引）が発達する。そう

いう時代に何が必要かというと、最

終的に問題になるのは配送の部分

です。お客様への配送を自動化す

る。つまり無人の配送車的なものが

活躍する時代が到来すると予測した

のです。

当社が自販機に取り組み始めたの

は2008 年頃からですが、いろいろ

技術要素等を含めて、いきなり無人

店舗にはなりませんから、まずは当

社の目標に向かって、飲料自販機を

サイネージ（看板）化する、そして

IoT（モノのインターネット）化する

ということに取り組んだのです。

――　同じようなことをやってい
る会社はほかにもありますか。

井部　ないと思います。実はこれ
は非常に難しくて、自販機ですから

24時間 365日動いているわけです

が、画面の中では、広告の動画が

常に動いていて、下では目を引くた

めのアニメーションが動いています。

お客さんがいつ来るか分かりませ

んから、タッチパネルが常に待機

していてリアルタイムで反応をしな

ければいけません。それから、ス

マートフォンにも連携していて、イ

ンターフェースが、例えばQRコー

ドの読み取りであったり、もしくは

Bluetoothであったりという、スマー

トフォンとのやりとりがあります。

さらにバックヤードでは、クラウド

への通信が走っていて、それらが

ずっと動き続けているのです。365

日 24 時間、これら3000 台の端末

を動かし続けるということは、非常

に難しいことなのです。

しかし、当社には1990 年代から

培ってきた非常に高度な技術があり

ます。当社以外ですと、なかなかそ

ういうことを達成できている会社は

ありません。

なぜ自販機が普及したのか
――　自販機というと、中国人は

日本のことを思い浮かべます。日本

に比べて、中国では自販機の設置

状況はまだまだで、普及率は低い

です。日本の自販機の普及率が高

いのはなぜですか。

井部　微妙なバランスがあると思
います。つまり日本が、よく言われ

るように安全な国であるということ

です。防犯の観点でいうと、現金が

入っている自販機が屋外に置かれ

ている環境というのは、外国の方か

らするとあり得ないことです。自販

機を壊して、現金を盗むという犯罪

は日本では起きにくかったというこ

とが、まずベースにあると思います。

それから、細かな技術開発があっ

て、日本の自販機は非常に安くで

きているのです。そうした経済状況

と、もう1つは、飲料メーカーの直

販であることです。世の中を見渡し

ても、そういう直販流通はなかなか

ありません。メーカーが直接、「コー

ラのお店です」と言ってお店を出

しているというのはまずありません。

メーカーとユーザーが直接結び付

いています。当然、そこに流通がな

い分だけ、利益率がメーカーにとっ

て非常に高いですから、メーカーに

とっては、これを増やすだけの理由

があり、置けば置くほどもうかります。

自販機というのは、メーカーが自分

たちの思いどおりのマーケティング

もできるし、利益率も高い流通だと

いうのが、日本で普及した理由だと

思います。

――　中国ではキャッシュレス化
が非常に進んでいて、利便性に対

する意識がすごく高まってきていま

す。中国の自動販売機のマーケット

については、どのように見ておられ

ますか。

井部　非常に大きなマーケットが
あると思います。中国も今までは人

件費が安かったとよく言われますが、

もはやそういう時代ではありません。

人件費というか、収入も非常に高く

なってきていますから、ある意味コ

ストは高くなってきています。そうい

う部分から将来像を考えると、先ほ

ど申し上げたように、当社が思い描

いている無人化に向かっていくとい

うのは、これはもう必然の流れだと

思います。

中国とのパートナーシップ
――　中国では新技術、新事業

の重視が高まってきていて、海外

の優秀なプロジェクトに出資したり、

海外の技術と提携したりするケース

も増えています。特に深圳のような

高度経済成長都市は、「夢の都」と

呼ばれて、多くの企業が深圳で自分

の夢を実現しています。

井部　今、「夢の都」とおっしゃ
いましたが、当社から見ても、深圳

は非常に理想形だと思います。大き

なビジネスの発展性を、すごく感じ

ます。

ただ、当社は中国でビジネスをし

ようとは実は思っていません。とい

うのは、やはり中国には中国の社

会があってルールがあります。日本

から行って、その中で利益を上げ

る構造の、その事業の主体となる

のは難しいという判断をしています。

どちらかというと、中国の優秀な企

業とパートナーシップを結んでいく

考えです。

もちろん中国が既に先を行ってい

る部分もありますが、技術的な部分

でいうと、当社の方にまだアドバン

テージがある部分があります。その

部分で、その企業とパートナーシッ

プを結び貢献をする。そして、その

企業がその分野で中国で一番の企

業になっていく、そのお手伝いをす

るというパートナーシップはあり得

ます。

当社はそこで得た知見と、ノウハ

ウと、例えば製造――日本でつくる

なんてもうあり得ないですから、そ

のコスト対応力も含めたそのものを、

今度は日本に持ってきて、日本でビ

ジネスをする。もしくは中国以外の

国でビジネスをする。そういうパー

トナーシップを考えています。

例えば無人コンビニです。AI 化さ

れたコンビニの展開を当社は始めま

す。先日、中国の流通企業の CEO

が、既に当社の情報を得て、日本

に来られまして、ぜひ一緒にやろう

という話になってきています。まず

は AI 化されたコンビニの展開を中

国で行って、実際に行うのは、その

パートナー企業ですが、その事業

実績をもって日本での展開を考えて

います。

見える限りの先を見る
――　社長は何年ぐらいまで先

を見てビジネスをされていますか。

井部　実は、当社は 2001 年
にはスマートフォンでの決済という

ものを、世界で初めて日本の郵政

省とつくっていました。携帯電話

でお金を払う時代になるというの

は、2001 年にはもう見えていまし

た。当時は、携帯でお金を払うとい

う概念がまだ世の中になかった時

代です。

ですから、見える限りにおいて

は、その技術の先を見るつもりです。

無人の配送自動車が実現するのは

2023 年だと思っています。やがて

本当に無人の自動車がここら辺を走

り回って、運転する必要のない時代

になってきます。

その意味から、現状の自分のビ

ジネスにこだわっている企業は、間

違いなく衰退していきます。やっぱ

り日本人は、今まで蓄えた、持って

いるものがある分だけ、それを捨て

られません。

特に、今の日本の経営層のトップ

の皆さまは、成功体験を持っている

わけですが、その成功体験から抜

けきれないんです。ですから、それ

が正しいと思って、いまだにまだ何

とかできるだろうと踏ん張っていま

す。

やはり中国が、今回の CO2の排

出についても、非常に先進的な判

断をしています。現状、それをや

ることの苦しさはありますが、何が

正しい世界であって、将来どうなる

べきかということを見すえたときに、

今何をすべきかということが判断で

きないとダメだと思います。
　　　　　■撮影 /本誌記者　洪倩

前海株式取引センターでプレゼンテーションする井部代表取締役


